
平成３０年３月号 和歌山工業高等学校定時制

３月１日（木）１８：００から、平成２９年度卒業証
書授与式が挙行されました。式には、県教育委員会や中
学校代表の校長先生始め、出口教育振興会会長様、岡本
育友会会長様、山田同窓会会長様、西村同窓会副会長様、
また、本年度全日制に転勤された永井先生の計７名のご
来賓の方々にご臨席を賜り、多くの保護者やご家族に見
守られて、盛大かつ厳粛な卒業証書授与式を執り行うこ
とができました。
田村校長先生は式辞の中で、仕事と勉強を両立させ、

見事に卒業証書を手にした卒業生たちを讃えられまし
た。また「強さ」と「優しさ」について、宮城まり子さ
んが創設された「ねむの木学園」の各所に貼られている
「やさしくしてね やさしくしてね やさしいことはつよいのよ」
という言葉を紹介し、「優しさ」を身につけることが本当の意味での「強さ」を身につけ
ることだと話されました。

また、産業教育振興会中
央会や県産業教育振興会の
会長賞の表彰もありました。
在校生を代表して現生徒

会長が送辞を送りましたが、
それに対する卒業生代表の
前生徒会長の答辞も、仕事
と勉学を両立させた想いが
痛いほど伝わる見事なもの
でした。

３月２３日（金）終業式
が行われました。
式に先立って、今年度の

皆勤賞の表彰があり、辻本
隼雄君（２年機電科）と中
村彪我君（１Ｂ）に道本賞
が贈られました。辻本君は
２年連続の皆勤賞受賞とな
りました。
終業式では、田村校長先

生から、式辞として「３つ
の心」についてのお話しが
ありました。３つの心とは、

好奇心・公共心・向上心

のことで、これらを大切に
しながら高校生活を送って
ほしいと話されました。

 


